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ゲノム編集の農業面用を考える・、
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t2012年CRISPR－Cas9というゲノム編集技術が発表になり、生物の遺伝子を、外来遺伝子を組

み込まず、狙い通りに壊す、それも同時に複数の遺伝子破壊が可能となり、様々な分野で応用が急

速に進んでいます。今回、食用の作物や家畜の育種を目的としたゲノム編集について考えます。

農作物や家畜などの品種改良として腐りにくいトマト、養殖しやすいおとなしいマグロ、筋肉

量が’2倍の豚、角を作らない乳牛、伝染病に強い豚、などが開発されています。

地球上に生物が発生して以来、人間は一部の動植物を共存・共生を重んじながら時間をかけて青　も

程し、農業を行ってきました。ゲノム編集の登場はそれらの動植物を人間の功利ために瞬く間に変

貌させる力があります。どこまで改変して良いのでしょうか。また、私たちの食生活に今後どのよ

うな恩恵あるいはリスクがあるのでしょうか。ゲノム編集の農業応用の動向を知り、今後どのよう

に受け止めたらよいのかを講師にお話しいただき、その上で、私たち市民はこの技術に対してどう

受け入れ、あるいは立ち向かうべきかを考えてみたいと思います。

政府は今後、ゲノム編集技術を成長戦略の重要な柱と捉え、農業政策として起用する可能性があ

ります。消費者、生産者、研究者の垣根を越えて皆さんで考えてみましょう。
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旧時　11月22日（水）13時30分～16時00分　開場13時より

テーマ　ゲノム編集の農業応用を考える

講師　　天笠啓祐さん　　市民バイオテクノロジー情報室代表。

場所　　せたがやがやがや館　3F　交流室
住所：〒154・0001東京都世田谷区池尻2－3－11
アクセス　東急田園都市線「池尻大橋」駅から徒歩7分
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